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第
一
章

面
河
ダ
ム

H

夢
の
用
水
μ

と
い
わ
れ
た
「
愛
知
用
水
」
と
比
べ
て
、
よ
く
「
西
の
愛
知
用
水
」
と
い
わ
れ
た
道
前
・

道
後
平
野
農
業
水
利
改
良
事
業
は
、
「
虹

の
用
水
」
で
あ
る
。

面河ダム第 l章

面河ダム満水時の写真

石
鎚
山
ハ
一
九
八
二
メ
ー
ト
ル
)
の
霊
域
か
ら
贈
ら
れ
た
真
清
水
に
よ
っ
て
、

今
、
愛
媛
県
の
道
前

・
道
後
平
野
は
潤
っ
て
お
り
、
地
域
の
住
民
は
そ
の
恵
沢
を
十
二
分
に
享
受
し
て

い
る
。
そ
れ
も
万
古
の
昔
か
ら
延
々
と
流
れ
て
太
平
洋
の
雄
壮
な
黒
潮
と
合
流
し
て
い
る
仁
淀
川
に
活

力
の
源
泉
を
求
め
て
、
四
国
の
背
骨
、
四
国
山
脈
の
分
水
嶺
を
越
え
、
寡
雨
地
帯
の
瀬
戸
内
海
に
注
ぎ

込
ま
せ
た
「
世
紀
の
大
事
業
」
が
完
成
し
た
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。
こ
の
レ
イ
ン
ボ

ー
・

ラ
イ
ン
は
、
外

洋
と
内
海
を
結
ぶ
虹
の
架
け
崎
と
な
っ
て

「
百
年
の
大
計
」
「
昭
和
の
国
引
き
」
を
果
た
し
た
。

西
日
本
一

の
高
峰

こ
れ
は
道
前
道
後
用
水
史
グ
石
鎚
の
水
こ
こ
に
展
く
4

の
巻
頭
の
一
節
で
あ
る
。

ダ
ム
建
設
の
背
景

、、l
J

唱

i
，，a
，、、

自
然
条
件
よ
り
す
る
必
要
性

元
来
、

道
前

・
道
後
平
野
は
瀬
戸
内
式
気
候
で
日
本
で
も
雨
量
の
少
な
い
地
帯
で
、
年
間

415 

一
、
五

0
0
ミ
リ
程
度
で
あ
る
。
か
つ
て
の
自
然
条
件
を
利
し
て
天
然
乾
燥
に
よ
る

塩

田
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が
発
達
し
た
程
で
あ
る
。

416 

こ
う
し
た
気
候
か
ら
干
害
も
多
く
歴
史
に
残
る
大
き
な
干
ば
つ
を
挙
げ
て
み
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

昭
和
十
四
年

昭
和
三
十
三
年

昭
和
三
十
九
年

昭
和
四
十
二
年

大
正
十
三
年

昭
和
九
年

明
治
六
年

大
正
四
年

第 8編

(2) 

水
利
事
業
と
先
覚
者
の
努
力

O
弥
生
時
代
ハ
約
一
六

O
O
年
前
〉
古
照
遺
跡
に
見
る
か
ん
が
い
用
し
が
ら
み

O
足
立
重
信
に
よ
る
重
信
川
・
石
手
川
の
改
修

O
中
山
川
沿
岸
の
修
復

O
釜
ノ
口
井
せ
き

ダ
ム
発
想
と
経
過

O
昭
和
二
十
六
年

県

議

会

で
の
水
利
ダ
ム
の
発，議

O
昭
和
二
十
六
年
十
一
月
現
地
調
査

O
昭
和
二
十
九
年
道
前
道
後
水
利
総
合
開
発
事
業
計
画
策
定

O
昭
和
三
十
一
年
一

0
0
0
万
円
の
調
査
費
計
上

海
抜
六
八

0
メ
ー
ト
ル
'
の
面
河
村
笠
方
に
貯
水
池
を
設
け
、
面
河
川
・
坂
瀬
川
・
妙
谷
川
・
割
石
川
の
水
を
集
め
、
道
前
道
後
平
野
の
耕
地
か

ん
が
い
、

落
差
を
利
用
し
て
の
発
電
、
更
に
工
業
用
水
と
多
目
的
ダ
ム
と
し
て
計
画
は
進
め
ら
れ
た
。

O
昭
和
三
十
二
年
五
月
七
日
面
河
村
長

・
助
役
村
議
会
対
策
委
員

・
水
没
者
を
招
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。
要
旨

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

ω水
没
者
の
転
出
先
の
替
地
探
し
に
万
全
の
努
力
を
払
う
。

ω補
償
交
渉
は
話
し
合
い
に
よ
る
。



ω物
件
調
査
の
上
、
適
正
な
補
償
額
を
定
め
る
。

ω後
に
残
る
村
守つ
く
り
に
県
が
責
任
を
持
つ
。

O
昭
和
三
十
二
年
五
月
十
七
日

重
見
村
長
名
で
説
明
に
対
す
る
回
答
を
兼
ね
て
要
望
書
を
提
出
す
る
。

ω左
岸
に
植
林
の
管
理
及
搬
出
の
た
め
の
林
道

・
ダ
ム
の
中
央
部
に
橋
梁

・
こ
れ
に
付
随
す
る
道
路
の
新
設
を
す
る
こ
と
。

ω左
岸
は
稜
線
ま
で
、
右
岸
は
付
け
替
道
路
下
ま
で
、
と
こ
ろ
に
よ
り
稜
線
ま
で
残
地
補
償
を
す
る
こ
と
。

ω用
地
調
査
結
果
を
明
示
す
る
こ
と
。

ω調
査
で
損
害
を
生
ず
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
は
事
前
に
所
有
者
の
承
認
を
得
る
こ
と
。

ω補
償
金
額
で
提
示
額
と
要
求
額
に
差
額
を
生
じ
た
場
合
は
受
益
側
で
補
足
す
る
用
意
が
あ
る
か
ど
う
か
?

ω工
事
施
行
に

つ
い
て
は
、
我

々
地
元
民
の
納
得
で
き
る
ま
で
工
事
に
着
工
し
な
い
こ
と
を
知
事
の
責
任
に
お
い
て
確
約
す
る
こ
と
o

O
昭
和
三
十
二
年
五
月
十
八
日
知
事
よ
り
ほ
ぼ
全
面
的
に
近
い
要
望
に
応
ず
る
旨
の
回
答
が
あ
っ

た。

O
昭
和
三
十
二
年
十
月
十
日
重
見
村
長
、
中
川
議
長
、
面
河
ダ
ム
対
策
委
員
長
の
連
名
に
よ
っ
て
補
償
要
求
書
を
初
め
て
提
出
す
る
。

(水
没
個
人
補
償
要
求
五
億
五

0
0
0万
円
)

O
昭
和
三
十
三
年
十
月
二
十
七
日

補
償
額
調
印
数
次
に
わ
た
る
交
渉
の
結
果

ヘ農
林

省

二

億

八

八

O
O万
円
J

f

県

四

0
0
0万
円
」

個
人
補
償
額

三
億
二
八

O
O万
円

公
共
補
償

三
五

O
O万
円

面河夕、 ム

工
事
の
概
要
と
そ
の
規
模

第 l章

。
一
本
水
路
(
鹿
島
建
設
)

・
面
河
渓
泉
亭
亀
原
の
下
流
に
え
ん
堤
を
築
き
本
流
の
水
を
集
め
る。

417 
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-
坂
瀬
川
/一

ト

ン
ネ
W

.
妙
谷
川
¥

O
ダ

ム

(
大
成
建
設
〉

八
二
六
六
メ
l
ト
W
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高
さ

長
ο 

-
満
水
面
積

・
総
貯
水
量

O
第

一
発
電
所

O
第
二
発
電
所

O
第
三
発
電
所

七
三
・
五
メ
l
ト
戸

一
五
九
メ
l
ト
戸

一
一
一
四

・
八
ヘ
ク
タ

ー
ル

二
八
三

O
万
立
方
メ
ー
ト
ル

ダ
ム
に
併
-設

温
泉
掛
川
内
町
明
河

温
泉
郡
川
内
町
河
ノ
内

418 

三
五

0
0キ
ロ
ワ
ッ

ト

一一

0
0
0キ
ロ
ワ
ッ

ト

一
O
六

0
0キ
ロ
ワ
ッ

ト

O
農
業
用
水

道
前
左
右
両
幹
線
水
路
J

一
総
延
長
九
六
キ
ロ
メ

1
ト
W

道
後
南
北
両
幹
線
水
路
¥

O
起
工

式

昭

和

三
十
五
年
十
月
十
二
日

O
完
成
式
昭
和
三
十
八
年
十

一
月
六
日

貯
水
開
始

四

水

没

者

の

そ

の

後

(
「
石
鎚
の
水
こ
こ
に
展
く
」)
よ
り

水
没
者
の
代
表
は
笠
方
ダ
ム
水
没
地
区
対
策
委
員
長

日
野
団
平
氏



グ
石
鎚
の
水
こ
こ
に
展
く
d

に
よ
れ
ば
水
没
者
の
立
の
き
交
渉
に
あ
た
っ
て
、

一
部
の
人
に
は
問
題
は
な
い
と
は
い
え
な
い
け
れ
ど
も

全
般
的
に
地
区
民
は
好
意
的
で
誠
意
と
理
解
が
あ
り
、
交
渉
に
あ
た
っ
た
担
当
者
の
評
判
は
よ
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
交
渉
が
始

る。 ま
っ
て
か
ら
一
年
で
妥
結
し
た
の
も
そ
の
故
で
あ
ろ
う
し
、
面
河
方
式
と
し
て
以
後
の
補
償
交
渉
の
手
本
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

水
没
対
象
者
は
八
四
世
帯
で
三
八

O
名
、
大
部
分
が
松
山
市

・
拓
南
・
素
驚
地
区
・
中
村
・
枝
松
・
久
米
地
区
な
ど
に
移
転
、

面河ダム第 1章

一
部
中

山
町
や
砥
部
町

・
重
信
町

・
川
内
町
な
ど
で
、

一
世
帯
六
名
が
尼
ケ
崎
に
行
っ
た
ほ
か
は

全
部
県
内
で
あ
っ
た
。
移
転
者
の
八
O
%が
農
業
を
し
て

い
る
が
兼
業
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る。
補
償
金
を
も
と
に
事
業
を
し
て
失
敗
し
た
り
、
騰
貴
性
の
も
の
や
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
で
身

水没前の笠方地区

を
つ
ぶ
し
た
気
の
毒
な
人
も
一
部
に
は
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

五

面
河
ダ
ム
の
効
果
と
今
後
の
展
望

。
人
口
の
減
少

戦
後
の
経
済
成
長
の
波
は
木
村
に
も
押
し
寄
せ
、
人
口
を
都
市
に
集
中
さ
せ
、

い
わ
ゆ

る
農
山
村
の
過
疎
を
生
み
出
し
た
が
、
面
河
ダ
ム
の
建
設
も
、
そ
の
過
疎
に
拍
車
を
か
け

た
こ
と
は
い
な
め
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
面
河
村
内
一
番
の
穀
倉
地
帯
と
い
わ

419 

れ
た
米
作
地
帯
の
笠
方
に
あ
っ
て
、
比
較
的
生
活
も
安
定
し
て
お
り
、
面
河
村
に
と
っ
て
も
、
こ
れ
が
水
没
す
る
こ
と
は
痛
手
に
は
違
い
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な
い
。

し
か
し
、
水
没
者
は
も
ち
ろ
ん
、
村
当
局
も
大
乗
的
見
地
か
ら
、
小
異
を
捨
て
て
大
同
に
つ
い
た
の
で
あ
る
が
、
当
時
の
面
河
人

口
四
五
七

O
人
は

一
き
ょ
に
三
八

O
人
の
減
少
を
見
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
も
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
、
現
在
人
口
一
五

O
O名
、
約
三

420 

分
の
一
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

第 8編

。
清
流
の
枯
渇

清
ら
か
で
豊
か
な
水
が
売
り
物
で
あ
っ
た
面
河
渓
を
中
心
と
す
る
面
河
川
の
水
は
水
量
を
減
じ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。

O
村
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
デ
メ

リ
ッ
ト
も
確
か
に
あ
っ
た
。
し
か
し
二

O
年
近
く
経
過
し
た
今
日
、
不
満
ば
か
り
言
っ
て
い
て
も
し
か

た
が
な
い
。
ダ
ム
サ
イ
ド
に
立
っ
て
往
時
を
し
の
び
感
傷
に
ば
か
り
ひ
た
っ
て
い
る
時
で
は
も
は
や
な
い
。
今
後
の
面
河
の
あ
る
べ
き
姿

を
模
索
す
べ
き
時
で
あ
る
。
こ
う
し
た
見
地
か
ら
村
当
局
に
お
い
て
も
「
観
光
地

面
河
」
と
し
て
の
基
本
構
想
を
立
て
て
実
行
に
移
し

つ
つ
あ
る
。

ー
ダ
ム
周
近
を
観
光
地
と
し
て
積
極
的
に
利
用
す
る
。

2
ダ
ム
付
近
を
運
動
公
園
と
し
て
夏
季
合
宿
場
等
に
す
る
。

3
堂
ケ
森
へ
の
登
山
基
地
と
す
る
。
ダ
ム
を
ポ
l
ト
等
の
遊
園
地
と
し
て
利
用
さ
せ
て
も
ら
う
0

4
養
魚
池
と
し
て
利
用

5
聖
流
郷

「
面
河
」
と
し
て
石
鎚
登
山
コ
l

ス
・
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
と
共
に
観
光
宿
泊
等
、
観
光
地
と
し
て
の
面
河
を
つ
く
り
出
し
て
い
く

0

6
笠
方
地
区
住
民
の
生
き
が
い
を
新
産
業
に
求
め
る
。

O
果
物
等
の
導
入

O
キ
ジ
な
ど
野
鳥
飼
育

O
清
流
魚
の
養
魚

7
黒
森
線
な
ど
県
道
の
改
修

(
ト
ン

、不戸

・
幅
員
拡
張
〉
に
よ
り
、
松
山
寄
り
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
と
し
て
売
り
出
し
て
い
く
。



。
こ
の
水
は
多
目
的
ダ
ム
と
し
て
県
全
体
の
産
業
振
興
に
役
だ

っ
て
い
る
。

-
発
電
と
し
て
は
、

第

一・

第
二

・
第
三
発
電
所
の
発
電
量
二
万
五

一
0
0キ
ロ
ワ

ッ
ト

2
農
業
用
水
と
し
て
、

道
前
平
野
、
三
九

O
O
ヘ
ク
F
l
y
-
六
O
四
五
戸
の
農
家
に
う
る
お
い
、
道
後
平
野
八
四
三

O
ヘ
ク
E
F
l
y
-

一
万
五
八

0
0戸
の
農
家
の
水
田
野
菜
、
果
樹
濯
祇
と
し
て
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
が
回

っ
て
い
る
。

3
工
業
用
水
と
し
て
も
、
松
山
市
や
伊
予
郡
松
前
町
の
大
工
場
の
工
業
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

面河ダム第 1章

421 
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第
二
章

石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

422 
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発
想
と
経
過

石
鎚
神
社
を
中
心
と
す
る
山
岳
信
仰
で
、

西
日
本
一
の
高
さ
を
誇
る
霊
峰
石
鎚
に
道
路
を
建
設
し
よ
う
と
い
う
計
画
が
、
昭
和
四
十
年
一
月
県
土
本
部
か
ら
発
表
さ
れ
た
。

七
月
一
日
「
お
山
開
き
」
、
期
間
中
は
女
人
禁
制
・
白
装
束
山
伏
姿
で
五
・
六
時
間
は
か
か

る
と
思
っ
て
い
た
我
々
に
は
驚
き
で
あ
っ
た
が
、
画
期
的
な
発
想
で
あ
っ
た
。

山
は
み
ん
な
の
も
の
で
あ
り
、
だ
れ
に
で
も
愛
さ
れ
利
用
さ
れ
、
気
軽
に
登
れ

る
こ
と
も
近
代
的
な
姿
で
あ
ろ
う
。

面
河
西
条
線
の
う
ち
、
関
門
を
起
点
と
し
て
冠
岳
付
近
ま
で
は
面
河
本
流
や

土小屋付近

鉄
砲
石
川
支
流
沿
い
に
そ
し
て
丸
滝
山
付
近
か
ら
は
尾
根
伝
い
に
土
小
屋
ま
で

約
一
八
キ
ロ
を
、
有
料
道
路
と
し
て
建
設
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

線
名
は
、
県
道
西
条
久
万
線

・
関
門
(
標
高
六
四
五
メ
ー
ト

ル
〉
よ
り
土
小
屋

ハ標
高
一
四
九
三
メ
ー
ト
ル
)
ま
で

一
八
・
一

キ
ロ・

幅
員
五
・
五
メ

ー
ト

ル
の

二
車
線
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

O
昭
和
四
十
年
二
月
県
議
会
で

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
開
発
を
、
満
場

一
致
で
可
決
す
る
。



O
昭
和
四
十
年
四
月
県
土
木
部
長
以
下
関
係
者
、
面
河
村

・
西
条
市

・
小
松
町
等
関
係
者
の
計

一
回
名
で
山
道
を
踏
査
。
西
条
市
で
、
石
鎚
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
期
成
同
盟
会
を
結
成
し
た
。

工
事
の
概
要

工
事
は
近
代
的
な
工
法
と
し
て
資
材
運
搬
な
ど
は
大
型

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
用
し
て
の
工
事
で
あ
っ
た
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
一
二
五

O
馬
力

エ
ン
ジ
ン
二
基
塔
載
、
時
速
二

0
0キ
ロ
、

一
度
に
二
ト
ン
の
資
材
を
積
み
、
延
べ
五

O
九
回
、

六
一
時
間
に
の
ぼ
る
ピ
ス
ト
ン
輸
送
、
ブ
ル
ド
l
ザ
四
台
・
ジ
ョ
ベ
ル
ド
l
ザ
八
台
・
ト
ラ
ッ
ク
七
台
・
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
一
九
棟
・
二

送
し
た
の
で
あ
っ
た
。

0
0リ
ッ
ト
ル
入
り
軽
油
ド
ラ
ム
缶
一
五
八
一
缶
・
一
万
二

0
0
0ト
ン
の
セ
メ
ン
ト
、
こ
う
し
た
機
具
や
資
材
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
輸

六
つ
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
設
け
運
搬
総
量
九
七
万
四

0
0ト
ン
と
い
わ
れ
る
。

第 2章 、石鎚スカイライン

O
昭
和
四
十
年
四
月

昭
和
四
十
年
八
月

O
昭
和
四
十
一
年
度

。
昭
和
四
十
三
年

O
昭
和
四
十
四
年

O
昭
和
四
十
五
年

石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
事
務
所
の
開
設

熊
谷
組
請
負

関
門
よ
り
五
九

O
O
メ
1
ト
W

一
応
開
通

山
留

・
石
積

・
防
網
工
事

舗
装
九
月
一
日
開
通ダ

イ
ナ
マ
イ
ト
二
六

0
ト
ン
・
延
べ
作
業
員
コ
二
万
人
に
の
ぼ
る
世
紀
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
工

事
は
完
了
し
た
。

こ
う
し
て
大
型
へ
リ
利
用
と
機
動
発
揮
、
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特殊開発

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
開
通

424 
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昭
和
四
十
五
年
九
月
一
日
、
観
光
開
発
・
森
林
開
発
を
ね
ら
い
と
す
る
県
営
有
料
道
路
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
開
通
式
が
関
門
で
挙
行
さ

れ
た
。

久
松
定
武
愛
媛
県
知
事
ら
本
県
関
係
者

来
賓
と
し
て
重
宗
参
議
院
議
長
ら
本
県
国
会
議
員

・
高
知
営
林
局
長

・
地
元
市
町
村
長
ら
二
五

O
名

面
河
中
学
校
生
徒
の
プ
ラ
ス
演
奏

・
パ
ト
カ
ー

の
先
導
で
通
り
初
め
が
行
わ
れ
た
。
昭
和
四
十
五
年
九
月
二
日
一
般
客
の
乗
り
入
れ
を

開
始
し
、
以
来
九
年
を
経
過
し
た
。

四

石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
効
果
と
今
後
の
展
望

五
年
間
に
わ
た
る
難
工
事
は
二
名
の
尊
い
犠
牲
は
あ
っ
た
も
の
の
み
ご
と
に
完
了
し
た
。
関
門
か
ら
急
坂
を
五
、
六
時
間
か
け
て
登
山

し
た
石
鎚
も
、
現
在
で
は
車
を
利
用
し
て
土
小
屋
ま
で
三

O
分
余
り
で
行
く
こ
と
が
で
き
る
。

老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
シ
ー
ズ
ン
と
も
な
れ
ば
、

貸
切
パ
ス

・
自
家
用
車
の
列
で
あ
る
。

賛
否
両
論
、
こ
う
し
た
工
事
に
は
賛
成
あ
り
、
反
対
あ
り
、
観
光
開
発
と
森
林
資
源
の
開
発
に
つ
な
が
る
と
双
手
を
挙
げ
て
賛
成
す
る

者
も
あ
れ
ば
、
当
然
、
自
然
破
壊
だ
と
す
る
反
対
組
も
い
た
。

昭
和
四
十
六
年
十
一
月
、
全
国
自
然
保
護
連
合
会
は
「
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
建
設
の
際
、
自
然
環
境
の
保
全
を
全
く
考
え
な
い
で
切
り



取
っ
た
土
砂
を
谷
間
に
投
下
し
て
面
河
渓
谷
美
を
荒
ら
し
、

ガ
ケ
崩
れ
を
起
こ
し
、
原
生
林
・
野
鳥
の
生
育
地
も
破
壊
し
た
。
」
と
し
て
白

応
春
樹
知
事
を
告
発
し
た
。

そ
の
後
、
台
風
な
ど
大
雨
の
時
に
は
山
崩
れ
も
あ

っ
た
が
、
県
当
局
に
お
い
て
も
補
強

・
改
修
工
事
を
進
め
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

一
時
期
を
画
し
て
み
れ
ば
自
然
は
破
壊
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
反
面
開
発
に
連
な
る
一
面
も
否
定
で
き
な
い
。
面
河
村
に
と
っ

て
み

る
と
売
広
・
宿
泊
施
設
な
ど
の
公
営
施
設
は
黒
字
経
営
で
あ
り
、
本
村
の
財
政
に
プ
ラ
ス
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
住
民
に
働
く
場
を

与
え
て
く
れ
た
。

長
期
的
展
望
に
立
っ
た
場
合
、
本
村
に
と
っ
て
は
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
は
面
河
ダ
ム
と
と
も
に
、
面
河
村
と
し
て
の
進
む
べ
き
道
を
開

い
て
く
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

と
も
か
く
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
開
通
以
来
九
年
、
年
に
車
の
乗
り
入
れ
と
登
山
者
は
増
加
し
て
い
る。

昭
和
四
十
五
年
九
月
か
ら
昭
和
五
十
三
年
ま
で
の
乗
り
入
れ
台
数
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

普
通
乗
用
車

三
四
万
一
二
五
七
台

石鎚スカイライン

軽♀乗

自切合
動ノミバ

車三ス

六
万
一
七
四
三
台

二
万

O
二

O
四
台

こ
の
九
年
間
に
面
河
及
び
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
に
推
定
約
二
五
六
万
人
が
訪
れ
た
こ
と
に
な
る
。

工
事
中
も
、
ま
た
開
通
後
も
種
々
の
問
題
を
起
こ
し
た
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
で
は
あ
る
が
、

実
に
す
ば
ら
し
い
観
光
コ

l
ス
で
あ
る
。

春
の
新
緑
・
春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
ア
ケ
ボ
ノ
つ
つ
じ
・
し
ゃ
く
な
げ
の
群
生
・
ウ
グ
イ
ス
な
ど
の
野
鳥
の
さ
え
ず
り
・
川
面
に
は
ア

第2章

メ
ノ
ウ
オ
・
イ
ワ
ナ
な
ど
、
さ
ら
に
霧
の
中
に
見
え
隠
れ
す
る
雄
大
な
石
鎚
連
峰
を
見
な
が
ら
原
生
林
の
中
を
登
山
す
る
快
適
さ
、

や
は

425 

り
四
国
の
屋
根
石
鎚
と
面
河
の
観
光
ル

i
ト
、
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
で
あ
る
。
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